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せ
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言
語
接
触
が
拓
く
世
界

小
笠
原
諸
路
に
見
る
言
語
接
触
の
重
層
化

ダ

ニ
エ
ル
。
ロ
ン
グ

ξ
‥
こ

一
七
〇
年
ほ
ど
の
間
に
ア
メ
リ
カ
人
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
人
、
太
平
洋
諸
島
の
人
々
、
そ
し
て

日
本
人
が
混
住
し
、
統
治
状
況
に
応
し
て
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
も
入
れ
替
わ
っ
た
小
笠
原
諸
島
。

歴
史
の
大
波
に
揺
れ
る
中
で
、
独
自
の
混
合
言
語
を
発
達
さ
せ
た
言
語
接
触
の
あ
り
方
を
探
る
。

一
　
は
じ
め
に

小
笠
原
諸
鳥
で
は
、
そ
の
短
い
歴
史
の
中
で
、
言
語
接
触
が
絶
え
ず

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
複
数
の
接
触
言
語
変
種
が
生
ま
れ
て

き
た
。　
一
七
〇
年
余
り
の
間
に
、
入
植
者
が
こ
の
島
に
持
ち
込
ん
だ
言

語
は
、
英
語
を
は
じ
め
と
す
る
リ
ー
ロ
ッ
パ
諸
言
語
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ

シ
ア
語
族
の
諸
言
語
、
そ
し
て
日
本
各
地
の
方
言
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

が
複
雑
に
交
じ
り
合

っ
て
、
小
笠
原
独
特
の
接
触
変
種
の
原
材
料
と
な

っ
た
。
鳥
生
ま
れ
の
言
語
体
系
に
は
、
小
笠
原
ピ
ジ
ン
英
語
、
小
笠
原

準
ク
レ
オ
ー
ル
英
語
、
小
笠
原
コ
イ
ネ
ロ
本
語
、
そ
し
て
小
笠
原
混
合

言
語
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
言
語
変
種
の
性
格
や
形
成
過
程
を
考
え
る

前
に
小
等
原
の
独
特
な
歴
史
を
四

つ
の
時
代
に
区
分
し
て
振
り
返

っ
て

み
よ
う
。

第

一
期
、　
一
八
三
〇
～

一
八
七
五
年
。
無
人
島
だ
っ
た
小
笠
原
に
西

洋
と
大
半
洋
諸
島
の
人
が
定
住
す
る

「在
来
島
民
時
代
」
。
十
数
の
言

語
を
母
語
と
す
る
開
拓
者

一
世
の
間
で
、
英
語
基
盤
の
ビ
ジ
ン
が
発
生

し
、
安
定
ビ
ジ
ン
ヘ
と
発
展
し
な
い
ま
ま
、
島
生
ま
れ
の
二
世
が
こ
れ

を
母
語
と
し
て
獲
得
す
る
と
、
準
ク
レ
オ
ー
ル
に
変
身
す
る
。

第
二
期
、　
一
八
七
五
～

一
九
四
五
年
。
日
本
人
の
入
植
者
が
来
て
か

ら
、
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
ま
で
の

「
日
本
化
進
行
時
代
」。
在
来
島

民
が
日
本
国
籍
を
と
る
。
八
丈
島
方
言
を
は
じ
め
、
日
本
各
地
の
方
言

が
混
ざ
り
、
コ
イ
ネ
が
形
成
さ
れ
る
。
公
立
学
校
で
二
言
語
教
育
が
実

施
さ
れ
、
「帰
化
人
」
の
間
で
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
が
進
む
。
英
語
を

Ｌ
言
語

（下
位
言
語
）
と
す
る
ダ
イ
グ
ロ
シ
ア
が
慣
習
化
さ
れ
る
。

第
二
期
、　
一
九
四
六
～

一
九
六
八
年
。
「欧
米
系
島
民
」
百
数
十
人

と
米
軍
数
十
人
が
共
に
生
活
す
る

「米
軍
統
治
時
代
」。
英
語
に
よ
る

教
育
。
「小
笠
原
コ
イ
ネ
ロ
本
語
」
の
文
構
造
に

「
小
笠
原
準
ク
レ
オ

ー
ル
英
語
」
の
句
や
単
語
が
大
量
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
混
合
言
語
が
結

晶
す
る
。
英
語
を
Ｈ
言
語

（上
位
言
語
）
と
す
る
ダ
イ
グ
ロ
シ
ア
。

第
四
期
、　
一
九
六
八
年
～
現
在
。
返
還
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

「日
本
返
還
後
時
代
」
。
英
語
を
含
め
て
、
標
準
日
本
語
以
外
の
言
語
変

種
は
消
え
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

二
　
小
笠
原
の
様
々
な
言
語
変
種

こ
の
複
雑
な
歴
史
を
も
つ
島
に
多
数
の
言
語
が
や
っ
て
き
て
、
多
数

の
接
触
言
語
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
ず
、
島
に
や
っ
て
来
た
人
た
ち

の
言
語
を
大
き
く
分
け
る
と
、
コ
ー
ロ
ッ
パ
諸
言
語
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ

シ
ア
語
族
の
諸
言
語
、
日
本
語
と
な
る
。
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
は
イ
ギ

リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ

語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
指
す
。
西
オ
ー

ス
ト
７
不
シ
ア
語
族
と
し
て
チ
ャ
モ
ロ
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、　
マ
ラ
ガ
シ

ー
語
、
プ
カ
語

（
ハ
リ
ア
語
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
東
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ

ア
語
族
は

ハ
フ
イ
語
、
タ
ヒ
チ
語
、
北

マ
ル
ケ
ザ
ス
語
、　
ロ
ト
ゥ
マ
ン

語
な
ど
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
諸
語
、
そ
し
て
カ
ロ
リ
ン
語
、
キ
リ
バ
ス
語
、

ポ
ナ
ペ
語
、
モ
ー
ギ
ル
語
と
い
っ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
語
の
言
語
も
あ

っ
た
。

小
笠
原
に
伝
わ
っ
た
日
本
語
は
本
土
各
地
の
も
の
だ
が
、
中
で
飛
び

抜
け
た
存
在
は
八
丈
島
方
言
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
、
関
東
や
中
部
地

方
、
お
よ
び
九
州
方
言
の
言
語
的
影
響
と
思
わ
れ
る
特
徴
が
現
在
で
も

聞
か
れ
る
。
な
お
、
小
笠
原
と
ほ
ぼ
同
じ
緯
度
に
あ
る
奄
美
群
島
や
沖

縄
か
ら
の
入
植
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
言
語
的
影
響

は
見
ら
れ
な
い
。

さ
て
、
小
笠
原
が
生
み
出
し
た
ピ
ジ
ン
英
語
、
準
ク
レ
オ
ー
ル
英

語
、
コ
イ
ネ
ロ
本
語
、
そ
し
て
小
笠
原
混
合
言
語
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い

う
性
格
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

〓
一　
小
笠
原
ビ
ジ
ン
英
語
、
小
笠
原
準
ク
レ
オ
ー
ル
英
語

日
本
人
が
入
っ
て
く
る
以
前
に
少
な
く
と
も
十
八
の
言
語
を
母
語
と

特
集
ｖ
言
語
接
触
が
拓
く
世
界
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す
る
人
た
ち
が
共
同
生
活
し
て
い
た
。
島
を
訪
れ
た
人
の
記
録
を
見
る

と
、
彼
ら
の
共
通
言
語
は

「ブ
ロ
ー
ク
ン
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
、
つ
ま

り
英
語
を
上
層
言
語
と
し
た
ビ
ジ
ン
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
ビ

ジ
ン
に
関
す
る
資
料
は
残
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
言
語
的
特
徴
は

不
明
だ
が
、
当
時
の
島
民
の
中
に
、　
ハ
ワ
イ
語
を
母
語
と
す
る
人
た
ち

が
多
い
と
か
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
母
語
と
す
る
人
た
ち
が
多
い
な
ど
と
い

う
状
況
が
な
か
っ
た
。
英
語
母
語
話
者
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語

を
母
語
と
す
る
人
は
数
人
程
度
で
、　
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
が
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
入
植
者

一
世
の
間
で
は
、
「
）
れ
が
小
笠
原
ピ
ジ
ン
英
語
だ
」

と
い
う
特
徴
が
共
有
さ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

が
、
自
分
の
母
語
の
影
響
が
見
ら
れ
る
英
語

（
ハ
ワ
イ
語
な
ま
り
の
英

語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

っ
ぱ
い
英
語
な
ど
）
を
勝
手
に
話
し
て
い
た
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
の

「言
語
的
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
が
存

在
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
同
じ
理
由
が
、
島
生
ま
れ
の
二
世
の
間
で
ク

レ
オ
ー
ル
の
発
展
に
拍
車
を
か
け
た
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、　
ハ
フ
イ
語
の

母
と
ボ
ル
ト
ガ
ル
語
の
父
親
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
が
何
語
を
最
も
よ

く
耳
に
し
て
育

っ
た
か
と
い
う
と
、
ピ
ジ
ン
英
語
だ
っ
た
。
こ
の
子
の

両
親
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
を
可
愛
が
っ
た
隣
の
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば

ヽ
４
ヽ
と

，
ヽ
の
複
雑
な
相
補
分
布
や
二
種
類
の
Ｊ
■

の
発
音
の
使
い

分
け
、
ま
た
は
ク
レ
オ
ー
ル
化
す
る
と
消
滅
す
る
こ
と
が
多
い
動
詞
の

過
去
形
が
保
持
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
見
れ
ば
、
英
語
の
形
を
残
し
て
い

る
部
分
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
笠
原
で
は
、
英
語
母
語
話
者
は

（人

数
が
少
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
言
語
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与

え
続
け
た
た
め
、
程
度
の
軽
い
ク
レ
オ
ー
ル
化
に
止
ま
っ
た
と
言
え
よ

う
。
こ
の
準
ク
レ
オ
ー
ル
英
語
の
名
残
が
後
世
の
英
語
に
も
見
ら
れ
る

（［
Ｏ
ｐ
”
Ｎ
ｏｏ
´

口ヽ
０
∝
）。

四
　
小
笠
原
の
コ
イ
ネ
日
本
語

西
洋
と
太
平
洋
系
の
島
民
が
三
世
代
日
に
入
っ
た
こ
ろ
、
日
本
人
の

入
植
者
が
大
量
に
入
り
込
ん
で
き
た
。
最
初
は
八
丈
島
出
身
の
人
が
圧

倒
的
に
多
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
本
土
各
地
か
ら
人
が
移
住
し
て
く
る

よ
う
に
な

っ
た
。
日
本
語
の
様
々
な
変
種

（方
言
）
が
混
ざ
り
合

っ

て
、
徐
々
に
コ
イ
ネ

ヘ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
異
な
っ
た
言
語
が
混

ざ

っ
た
と
き
に
発
生
す
る
の
は
ビ
ジ
ン
で
あ
る
が
、
同
じ
言
語
の
複
数

の
方
言
が
混
ざ
る
と
き
に
で
き
る
の
は
コ
イ
ネ
で
あ
る
。
小
笠
原
で
も

コ
イ
ネ
ロ
本
語
が
で
き
た

（阿
部
舌
軍
）。

ち
ゃ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
イ
タ
リ
ア
語
と
チ
ャ
モ
ロ
語
を
母
語
と
し
て
い
た

の
で
、
彼
ら
が
日
常
的
に
使
う
言
語
も
ビ
ジ
ン
英
語
だ

っ
た
。
そ
し

て
、
幼
馴
染
の
遊
び
友
達
は
こ
の
夫
婦
の
子
供
で
、
自
分
と
同
じ
よ
う

に
ビ
ジ
ン
英
語
を
耳
に
し
て
育

っ
て
い
る
。
ど
の
言
語
を
と
っ
て
も
母

語
話
者
が
極
端
に
少
な
か
っ
た
。
英
語
の
母
語
話
者
も
多
く
て
も

一
桁

だ
っ
た
。
鳥
生
ま
れ
の
子
供
た
ち
が
母
語
と
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
言

語
は
パ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
小
笠
原
ビ
ジ
ン
英
語
だ

っ
た
の
で
、
彼
ら

の
頭
の
中
で
、
あ
る
い
は
自
分
た
ち
の
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ｌ
シ
ョ
ン
を

と
る
と
い
う
共
同
作
業
の
中
で
、
そ
れ
を
ク
レ
オ
ー
ル
ヘ
と
発
展
さ
せ

て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ビ
ジ
ン
が
安
定
化
し
な
い

（個
人
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
均

一
化
し
な
い
）
ま
ま
で
、
次
の
世
代
の
母
語
と
な
る

現
象
を

「急
速
ク
レ
オ
ー
ル
化
」
と
言
う
。

厳
密
に
言
え
ば
、
そ
こ
で
誕
生
し
た
言
語
体
系
は
、
標
準
語
と
民
な

る
も
の
の
、
さ
ほ
ど
、
文
法
構
造
が
英
語
と
異
な
る
ほ
ど
の
も
の
で
も

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
言
語
接
触
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
言
語
で
あ
り
な
が

ら
、
文
法
構
造
の
完
全
な
再
構
築
が
見
ら
れ
な
い
も
の
を
準
ク
レ
オ
ー

ル
と
言

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
＾^一■

の
発
音
が

［Ｌ

や

［２

と
な

っ
た
こ
と
、
お
よ
び
単
数
形

・
複
数
形
や
定
冠
詞

・
不
定
冠
詞
の
区
別

が
な
く
な

っ
た
の
は
ピ
ジ
ン
の
影
響
だ
ろ
う
が
、　
一
方
、
英
語
の

五
　
英
語
と
日
本
語
が
混
ざ
る

「小
笠
原
混
合
言
語
」

以
上
、
小
笠
原
諸
島
で
生
ま
れ
た
複
数
の
接
触
言
語
を
取
り
上
げ
た

が
、
中
で
も
っ
と
不
思
議
な
の
は
、
小
笠
原
混
合
言
語
で
あ
る
。
こ
れ

は
日
本
語
と
英
語
が
混
ざ

っ
て
い
る
独
特
な
こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
れ
は

た
だ
単
に
二
つ
の
言
語
を
話
者
が
適
当
に
混
ぜ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、

そ
の
混
ぜ
方
を
支
配
す
る
原
則
が
あ
る
よ
う
だ
。

日
本
語
や
英
語
と
い
っ
た
自
然
言
語
に
も
文
法
規
則
が
存
在
す
る
よ

う
に
、
小
笠
原
の
混
合
言
語
に
も

「言
え
る
こ
と
」
と

「言
え
な
い
こ

と
」
が
あ
る
。
い
く
ら
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
人
で
も
、
よ
そ
か
ら
来
た
人

が
適
当
に
英
語
と
日
本
語
を
混
ぜ
て
話
し
た
ら
、
小
笠
原
の
欧
米
系
島

民
か
ら
は
、
「
そ
う
い
う
混
ぜ
方
は
し
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
る
場
合
が

多
い
。
彼
ら
は
こ
う
し
た
原
則
を
意
識
し
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
欧
米
系
島
民
ど
う
し
の
会
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

文
法
規
則
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
本
稿
で
用
い
る

「小
笠
原

混
合
声
語
」
と
い
う
名
称
は
筆
者
が
勝
手
に
作

っ
た
言
い
方
で
あ
る
。

島
で
は
こ
う
し
た
し
や
べ
り
方
に
名
前
が
付
い
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
「英
語
と
日
本
語
が
混
じ
る
話
し
方
」
と
い
う
ふ
う
に
捉
え
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

小
笠
原
諸
皇
に
見
る
言
語
接
触
の
重
層
化
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欧
米
島
民
は
小
笠
原
混
合
言
語
以
外
に
も
、
純
粋
な
英
語
と
純
粋
な

日
本
語
を
話
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
彼
ら
は
ト
ラ
イ
リ
ン
ガ
ル

（三

ヶ
国
語
話
者
）
と
も
言
う
べ
き
で
あ
る
。
混
合
言
語
は
主
に
欧
米
系
ど

う
し
で
使
う
言
語
で
、
日
本
本
土

（内
地
）
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
人

に
対
し
て
は
日
本
語
や
英
語
に
コ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
す
る
。

以
下
で
は
、
小
笠
原
混
合
言
語
の
顕
著
な
特
徴
を
見
よ
う
。
例
文
は

実
際
の
談
話
か
ら
と
っ
た
も
の
で
、
ロ
ン
グ
＆
橋
本

（こ
雲
）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

①
句

・
節
レ
ベ
ル
で
の
英
語
導
入

簡
単
に
言
え
ば
、
日
本
語
の
文
構
造
に
英
語
の
部
分
が
混
ざ

っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
英
語
は
単
語
単
位
だ
け
で
は
な
く
、
句
や

節
ご
と
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
英
単
語
を
ど
う
つ
な

げ
ば
良
い
か
と
い
う
文
法
的
情
報
も
導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次

の
発
話
１１１
で
、
昔
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
が
台
風
で
水
害
に
あ
っ
た

状
況
を
語
っ
て
い
る
。
こ
の
文
に
は
、
英
語
の
名
詞
句
や
前
置
詞
句
が

含
ま
れ
て
い
る
。

国
　
〓
●
の
３
８
８
『
の
あ
の
う
、何脚
と
言
う
の
？

そ
の
「
お
月
ゴ

８
Ｒ
、
あ
の
う
Ｌ
８
ｏ
０
８
ヽ
が
割
れ
て
、
ヨ
営
ｑ
が
３

８

卜
の

【
●
０
〇
一だ

っ
，た

。

ま
た
、
発
話
回
で

「欠
か
さ
ず
」
の
こ
と
を
お
な
『
Ｅ
一∽８
α
と
表

現
し
て
い
る
。
動
詞
が
英
語
の
文
法
規
則
に
よ

っ
て
活
用
さ
れ
て
い

フ０
。国

（教

会

へ
い

つ
も

行

っ
て

た

ん

で
す

ね
。
）
必

ず
。
も

う
、

コ
０
く
０
ヽ
●
ま
り，
０
０
″̈
■
ね
一。

②
代
名
詞

英
語
の
代
名
詞
が
使
わ
れ
る
の
は
、
小
笠
原
混
合
言
語
に
お
け
る
最

大
の
特
徴
と
言
え
る
。
最
も
顕
著
な
の
は
、
発
話
回
に
見
ら
れ
た

一
人

称
の
日
の
だ
が
、
二
人
称
の
‘
●
も
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
。
二
人
称

の
〓
ヨ
な
ど
は
こ
れ
ら
ほ
ど
頻
繁
で
は
な
い
が
、
使
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
次
の
発
話
回
で
も
、　
一
人
称
代
名
詞
の
日
の
を
使
用
し
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
、
文
の
述
語

（形
容
詞
）
も
英
語
起
源
の
単
語
に
な
っ

て
い
る
。

＝
　
そ
の
時

８
ｏ
３
無
だ

っ
た
よ
。
遊

べ
な
く
な

っ
ち
ゃ
っ
た
も

の
。
み
ん
な
忙
し
い
。

欧
米
系
島
民
が
言
う
に
は
、
日
本
語
の
人
称
代
名
詞
を
選
択
す
る
の

は
面
倒
く
さ
い
。
こ
の
複
雑
な
使
い
分
け
を
避
け
る
た
め
に
、
英
語
の

ヨ
ｏ
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

③
数
詞

日
本
語
で
使
い
分
け
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
も
う

一
つ
の
品
詞
は
数

詞
で
あ
る
。
こ
こ
で
英
語
の
使
用
が
日
立

つ
。
欧
米
系
島
民
か
ら
、

「
日
本
の
シ
ガ
ツ
や
ヨ
ン
カ
ゲ
ツ
、
ハ
ツ
カ
や
ツ
イ
タ
チ
、
イ
ッ
ポ
ン

や
サ
ン
ピ
キ
は
非
常
に
や
や
こ
し
か
っ
た
」
の
よ
う
な
発
言
を
よ
く
間

く
。
現
在
、
彼
ら
は
日
本
語

（だ
け
）
を
話
す
と
き
で
も
、
数
詞
を
間

違
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
島
の
人
同
士
で
話
す
と
き
は
、
使

い
慣
れ
た
混
合
言
語
が
出
る
。
次
の
発
話
回
で
は

「小
学
校
二
年
生
」

を
路
８
●
０
曽
”
８

と
言

っ
て
い
る
。
発
話
国
で
は
、
米
軍
統
治
時
代

に
カ
マ
ボ
コ
型
兵
合
が

一
軒
映
画
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
語

っ
て
い
る
。
発
話
回
で
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
ウ
イ
リ
ア
ム
海
岸
に
十
六
家
族

が
住
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
。

国
一　
私
の
娘
、
ま
だ
、
小
学
校
の
、
だ
か
ら
、
Ｘ
８
己

彎
“
Ｐ

あ

た
り
か
な
―
。
た
ぶ
ん
。

＝
　
〓
ｏ
く
庁
が

ｏ
●
の
３
８
一８
。
０
●
ｏ
３
８

，
ｏ
３
①
の
。
そ
れ
か
ら

四
日
の
が
Ｏ
澪

だ
け
。

同

〕
Ｒ
″
ョ
一一一】“
日
は
い
つ
ぱ
い
あ

っ
た
よ
、
畑

（え
、
あ
ん
な

狭
い
と
こ
ろ
に
？
）
う
ん
、
∽，
お
ｏ
●
ご
日
〓
２
だ

っ
た
。
【
■
３

σ
Ｏ
●ヽ
一ゴ
①呵ｏ
・
「

，
０
オ
´́
計
〓
一ｐ
●
Ｐ

④
敬
語
の
不
使
用

米
軍
統
治
下
時
代
に
、
父
島
に
は
島
の
人
百
数
十
人
と
数
十
人
の
米

兵
と
そ
の
家
族
、
合
計
二
〇
〇
人
弱
し
か
住
ん
で
い
な
か
っ
た
。
身
内

同
十
で
暮
ら
し
て
い
た
た
め
、
敬
語
や
丁
寧
語
は
不
要
で
、
あ
ま
り
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
。
戦
前
育
ち
の
世
代
は
丁
寧
語
や
敬
語
を
使
い
こ
な

し
て
い
る
が
、
米
軍
世
代
は
敬
語
や
丁
寧
語
が
苦
手
だ
と
自
ら
言
う
。

筆
者
が
島
を
訪
れ
て
い
る
と
き
に
、
返
還
前
に
米
国
に
移
り
住
ん
で

い
た
元
島
の
人
が
、
数
十
年
ぶ
り
に
故
郷
に
帰

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

人
に
紹
介
さ
れ
た
と
き
に
、
握
手
し
て

「
ド
ウ
ダ
イ
」
と
相
手
に
言
っ

て
い
た
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
幼
馴
染
の
人
は
、
返
還
後
の
日
本
社

会
に
慣
れ
て
い
た
た
め
、
「
オ
マ
イ
、
『は
じ
め
ま
し
て
』
と
言
え
よ
」

と
注
意
を
促
が
し
た
。
米
軍
時
代
は
身
内
同
士
で
暮
ら
し
て
い
た
た

め
、
こ
う
し
た
他
人
向
け
の
挨
拶
を
使
う
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
発
話
回
の
会
話
の
や
り
取
り
で

「
ド
ウ
ダ
イ
」
が
自
然
に
出
て
き

た
。
発
話
国
で
は
こ
れ
を
う
け
て
、
島
民
が
そ
の
意
味
を
調
査
者
に
向

か
っ
て
解
説
し
て
い
る
。

小
笠
原
諸
島
に
見
る
言
語
接
触
の
重
層
化



□
　
（ｏ
８
ヽ
日
Ｒ
●
一●
じ

ど
う
だ
い
？

（元
気
？
）

待

っ
て
た
ん

だ
ぞ
、
こ
れ
。
口
”
澪

ｏ
．ｏ
一８
イ
に
電
話
し
て
。

国
　
「
ど
う
で
す
か
」
と
い
つ
も
間
く
の
が
、
「
ど
う
だ
い
」
。
そ
れ

を
，
９
一
に
し
て

「
ど
う
だ
い
」
だ
よ
。
一‐〓
０
１

，
３

Ч
８
ど

返
還
直
後
で
も
、
現
在
で
も
、
日
本
語
で
も
っ
と
も
苦
労
す
る
の
は

丁
寧
な
表
現
や
こ
と
ば
遣
い
だ
と
嘆
い
て
い
る
米
軍
世
代
の
島
の
人
は

多
数
い
る
。
今
で
も
、
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
な
ん
と
か
丁
寧
語
が
使
え

る
と
い
う
人
で
も
、
緊
張
し
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に
気
が
緩
ん
だ
り
し

て
い
る
と
き
に
、
音
の
こ
と
ば
が
ぽ
ろ
っ
と
出
る
と
言
う
。
長
年
東
京

都
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
、
■
司
に
腹
を
立
て
て
、
「
オ
マ
イ
に
む

か
つ
く
」
と
言

っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
話
を
本
人
か
ら
聞
い
た
。
米

軍
世
代
は
年
上
に
向
か
っ
て
も

（み
ん
な
が
身
内
だ

っ
た
た
め
）
「
オ

マ
イ
」
（お
前
）
を
使
う
こ
と
が
普
通
で
あ

っ
た
。

発
話
回
で
は
、
欧
米
系
ど
う
し
で
話
し
て
い
る
た
め
、
人
称
代
名
詞

は
日
ｏ
と
オ
マ
エ
と
な

っ
て
い
る
。
「葉
を
服
用
す
る
」
を
ど
う
言
う

か
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
メ
タ
言
語
的
な
発
言
で
あ
る
。

Ｍ
　
「薬
ト
ル
」
言
う
？

（〓
①
は

「薬
飲
む
」
と
言
う
。
）
オ
マ
エ

「飲
む
」。
〓
ｏ
た
ち
は

「薬
ト
ル
」
。

な
い
。
反
対
に
日
本
語
の
ラ
行
子
音
の
発
音
は
、
英
語
の
ヽ
ヽ
や
ヽ
く

の
よ
う
に
訛
る
の
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
日
本
語
ら
し
く
発
音
さ
れ

る
。
発
話
回
で

「
コ
ピ
ー
を
と
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
発
音
は
日
本

語
の
よ
う
に

［〓
８
こ

で
は
な
く
、
米
語
の
よ
う
に

［″
８
出

に
な

っ
て

い
る
。

‐１１
　
い
ち
お
う
こ
れ
、
今
夜
、
私
８
０
）
と
っ
て
、
ケ
ニ
ー
の
と
こ

電
話
し
て
、
欲
し
け
り
や
送
る
ぞ
っ
て
ね
。

同
様
に
、
りま
な

（帆
を
降
ろ
す
こ
と
）
や
ご
鮮

（向
か
い
風
を

斜
め
に
受
け
て
船
を
ジ
グ
ザ
グ
に
進
め
る
）
も

［２

ｑ̈
“
」ド
ニ

（五

拍
）
や

［一井
ざ
］
會
一拍
）
に
な
ら
ず
、
７
８

こ̈

や

「
お
こ

の

よ
う
に
一
音
節
と
し
て
発
音
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
な
人
だ
け
で
は
な
く
、
英
語
が
吉
手
で
あ
る
戦
前
育
ち
の
欧
米
系
に

も
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
英
語
の
音
節
構
造
だ
け
で
な
く
、
日
本
語

に
な
い
母
音
や
子
音
も
日
本
語
の
文
の
中
で
聞
か
れ
る
。
例
え
ば
、

９
８
ォ
（バ
カ
）
や
す
ｏ″
ｇ

（ミ
ナ
ミ
イ
ス
ズ
ミ
と
い
う
魚
）
に
あ
る

「お
］
の
母
音
や
３
ｏ
一す
ｏ
』ｏ
″
（
つ
ま
よ
う
じ
）
に
あ
る

［２

の
子
普

も
日
本
語
に
存
在
し
な
い
音
が
使
わ
れ
る
。

特
集
▼
言
語
接
触
が
拓
く
世
界

⑤
英
語
か
ら
の
転
移

小
笠
原
混
合
言
語
で
は
、
日
本
語
の
単
語
で
も
、
英
語
の
よ
う
に
使

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
言
語
学
的
に
言
え
ば
、
意
味
や
用
法
の
転
移
が

見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
発
話
回
の

「薬
を
ト
ル
」
や

「
シ
ャ

ワ
ー
を
と
る
」
は
英
語
の
Ｓ
ィ
ｏ
を
直
訳
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「
ケ
ム
リ
の
匂
い
が
す
る
」
（焦
げ
臭
い
、
燃
え
て
い
る
匂
い
）

や

（電
話
な
ど
で
）
「あ
な
た
の
と
こ
ろ
に
ク
ル
」
「
行
く
‐．
の
意

味
）、
そ
し
て

「自
分
が
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ク
レ
ル
」
（あ
げ
る
）
と

い
う
よ
う
な
表
現
が
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
次
の
発
話
回
に
は
、

マ
ヽ
ル
」
（会
う
）
と

「
ア
ウ
」
の
両
方
が
使
わ
れ
て
い
る
。

剛
　
ω
Ｆ
〓
ヽ，
序
９
８
ざ
お

”
●●
ｏ一３
ｏヨ
”一①覧
　
会
っ
た
。

（”
●
”
〓
К
●
く
ｏ

，
〓
　
”
『ｏ
■
】
ｒ
ｏ
●
”
”
①
“
ｏ，
・
出ｏ
「″く
ヽ
ｏ

，
０ヽ
日
十
な
い

で
。

挨
拶
表
現
の

「
マ
タ
ミ
ル
ヨ
」
も
興
味
深

い
。
こ
れ
は
英
語
の

″
８

る
●
”
”
ヽ
い■

を
直
訳
し
た
別
れ
の
こ
と
ば
で
あ
る
。

⑥
原
音
の
ま
ま
の
発
音

音
声
学
的
に
み
る
と
、
小
笠
原
混
合
言
語
の
部
分
は
原
語
の
発
音
を

保

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
英
語
は
カ
タ
カ
ナ
発
音
で
は

五
　
お
わ
り
に

以
上
、
小
笠
原
に
し
か
見
ら
れ
な
い

「固
有
種
」
の
言
語
を
見
て
き

た
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
小
笠
原
の
大
事
な
文
化
的
財
産
で
も
あ
る

が
、
言
語
学
者
に
と
っ
て
も
、
二
つ
の
言
語
が
混
ざ
る
と
き
に
起
こ
る

様
々
な
現
象
を
示
し
て
く
れ
る
貴
重
な
情
報
で
も
あ
る
。
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